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【背景・目的】これまでの研究により、社会的認知理論の

構成概念の一つである自己効力感は、成人における食行動

の主要な心理社会的予測因子であることが示されている。 
本研究では、野菜および果物摂取行動に関する自己効力

感尺度を作成し、Cronbach のアルファを用い信頼性を、

確証的因子分析により構成概念妥当性を、行動変容ステー

ジとの関連により基準関連妥当性を検討した。 
 
【方法】自記式質問票から成る横断研究は、2014 年 9 月

から 11 月に実施された。対象者は、新潟県内の 8 つの企

業施設に所属する 20～69 歳の日本人勤労者とした。 
自己効力感は、既存尺度を参考に「私は 1 日に（5 皿／

1 つ）以上の（野菜となる食事／果物）をとることができ

る」、「私は（野菜を食べるための／果物をとる）時間をも

うけることができる」、「私は外食において（野菜の多い食

事／果物）をとることができる」という各 3 項目を設定し

た。それらの項目は、「まったく自信がない」の 1 点から

「とても自信がある」の 5 点までの 5 件法リッカートス

ケールを用いて測定した。行動変容ステージは、野菜では

「1 日に野菜を 5 皿以上食べること」、果物では「1 週間

に果物を 7 回以上食べること」を目標行動として、実施度

と行動変容の準備性の 2 段階で構成した評価法を用いた。 
尺度の信頼性は、Cronbach のアルファにより内的整合

性を検討した。妥当性は、構成概念妥当性を検討するため

確証的因子分析を実施し、適合度評価には Good of Fit 
Index（GFI）、Adjusted GFI（AGFI）、Root Mean Square 
Error of Approximation（RMSEA）を用いた。また、行

動変容ステージを基準とした基準関連妥当性を検討した。 
 
【結果】回答者 457 名のうち、自己効力感および行動変

容ステージに関する項目の無回答者はいなかったため、全

457 名の対象者のデータを解析した。 
自己効力感尺度の Cronbach のアルファは、野菜では

0.78、果物では 0.83 と各々一定の信頼性が確認された。

また、モデル適合度を確認したところ、カイ 2 乗値＝3.958、
P＝0.556、GFI＝0.997、AGFI＝0.988、RMSEA＝0.000
と尺度全体で概ね良好な結果が得られた（図 1）。尺度と

行動変容ステージとの関連は、野菜の得点では前熟考期に

比し熟考期、準備期、実行・維持期で有意な高値を示し、

熟考期、準備期に比し実行・維持期で有意な高値を示した。

また、果物の得点では前熟考期に比し準備期、実行・維持

期で有意な高値を示し、熟考期、準備期に比し実行・維持

期で有意な高値を示した（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 自己効力感尺度の確証的因子分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 自己効力感得点と行動変容ステージとの関連 
 
【考察】今回開発した自己効力感尺度は、一定の内的整合

性と適合度、および基準とした行動変容ステージとの正方

向の関連が認められた。ただし、限定的な自己効力感のみ

をとりあげた本尺度は、集団の把握は可能であっても個人

を評価する際に使用することは難しいかもしれない。 
 
【結論】野菜および果物摂取行動に関する自己効力感尺度

は、尺度の内的整合性および構成概念・基準関連妥当性が

確認されたことから、勤労者を対象とした場合、一定の信

頼性と妥当性を有することが示唆された。 
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